
多賀城市文化財調査報告書 第38集

山王遺跡・市川橋遺跡

平成7年3月

多賀城市埋蔵文化財調在センタ ー



山王遺跡・市川橋遺跡



序 文

多賀城市は 、 特別史跡多賀城跡を有し 、 市域面積の約25%が埋蔵

文化財包蔵地となっております。 市政施行以来「史跡のまち」をス

ロ ー ガンに、 本市では昭和62年に埋蔵文化財調査センタ ーを設置し 、

以来遺跡の発掘調査や資料の収集・保存・展示さらには埋蔵文化財

に対する普及 ・ 啓蒙活動を積極的に行ってきました。

今回の調査は、 東北電力株式会社の鉄塔移設に伴う発掘調査であ

ります。 山王 ・ 市川橋両遺跡は 、 古代においては多賀城を取り巻く

一連の遺跡であり 、 山王遺跡については古墳時代前期にまで遡る県

内でも有数の遺跡であると思われます。 このようなことから両遺跡

は 、 古代およびそれ以前の多賀城を知る上では、 学術的に見て大変

貴重な遺跡であるといえます。

本報告書が研究者のみならず、 一般市民の方々にも広く活用され 、

埋蔵文化財に対して御理解頂ければ幸いです。

最後になりましたが 、 報告書作成にあたっては 、 県文化財保護課、

宮城県多賀城跡調査研究所、 東北歴史賓料館、 東北電力株式会社の

ご協力を得、 また山王遺跡発見の遺物については、 東北学院大学の

辻秀人氏より御教示をいただきました。 厚く御礼申し上げます 。

多賀城市教育委員会

教育長 櫻 井 茂 男



言

本婁は、 東北電力株式会社の鉄塔移設に伴う発掘調査（山王遺跡第25次、 市川橋遺跡第

15次）の報告書である。

本書中における各遺構の略号は次の通りである。

例

1. 

2. 

SR ー 河川跡SK 一土広、

本書挿図中の水糸レベルは標高値を差す。

調査区の実測基準線は、 国家座標の方位をとっている。

SD ー 溝跡 、SE ー 井戸跡、SB ―堀立柱建物跡 、

1976)を使用した。

山王遺跡第25次を鈴木孝行 、 市川橋遺

本報告書の土色は、 「新版標準土色帖J (小山・竹原

本書の執筆・編集は、 当センタ ーの協力を得て、

跡第15次を武田健市が担当した。
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発掘調査および報告書作成にあたり 、 県文化財保護課、 多袈城跡調査研究所、 東北歴史

資料館の諸氏の御教示、 御協力を得た。

山王遺跡第25次で出土した遺物については、 辻秀人氏（東北学院大学助教授）の御教示

を得た。

本書の作成にあたっては、 大山真由美、 福原弥子、 進藤漢子、 関根香織、 太田久美子、

赤坂菜緒子、 須藤美智子、 伊藤美恵子、 下山美香の協力を得た。

調査 、 整理に関する諸記録および出土遺物は、 多賀城市埋蔵文化財調査センタ ーで一括

保管している。

7. 

8. 

9. 

10. 



調 在 要 項

〈山王遺跡第25次調査〉

1. 遺跡所在地 宮城県多賀城市市川字多賀前2 1-3 、 22-6

2. 調 査 面積 150rrf

3. 調 査 期 間 平成6年4月1日～平成6年5月 13日

4. 調 査主体 多賀城市教育委員会 教育長 櫻井 茂男

5. 調 査担当 多賀城市埋蔵文化財調査センタ ー

所 長 鳥山 文夫

調査員 相沢清利、 鈴木孝行 、 菊池 豊、 武田健市

〈市川橋遺跡第15次調査〉

1. 遺跡所在地 宮城県多賀城市市川字鴻の池3-2 、 16- 1

2. 

3. 

4. 

5. 

調 査 面積 372rrf (対象面積620rriり

調 査 期 間 平成6年4月 1日～平成6年4月 19日

調 査主体 多賀城市教育委員会 教育長 櫻井 茂男

調 査担当 多賀城市埋蔵文化財調査センタ ー

所 長 鳥 山 文夫

調査員 相沢清利 、 武田健市

調 査参加者

赤間栄次郎、 赤間かつ子、 浅野真、 阿部トシ子、 阿部弘、 遠藤実、 岡部昭三、 菅野恵子、

後藤しのぶ、 今野和子、 今野孝男 、 笹井希美枝、 佐々木欣也、 菅原吉明 、 鈴木一彦、

鈴木太仲 、 鈴木寿二、 橋本務、 平山節子、 藤田恵子、 星忠次郎、 真野勝男 、 水越朝治、

宮川ハルミ 、 山田吉之助 、 渡辺正一、 渡辺ゆき子
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II 山王遺跡第25次調在

1 . 山王遺跡の立地と歴史的環境

山王追跡は、 多賀城市山王 、 南宮の両地区を中心とする東西約 2 km、 南北約 1 kmの広範囲に

わたる造跡である。 本調査地点は旧七北田川と砂押川によって形成された東西に長い自然堤防

上に立地しており、 海抜4mを計る。 周辺の遺跡についてみると 、 本調査区から北東約 1.1kmの

丘陵上に古代陸奥国府である特別史跡多賀城跡が所在している。 さらに 、 この南面一帯には市

川橋遺跡が所在しており、 山王遺跡 、 新田遺跡 、 高崎遺跡とともに古代多賀城をとりまく大規

模な集落群を構成している。

本遺跡内における過去の調査では、 古墳時代から近世にわたる遺構、 遺物を多数発見してお

り 、 特に古墳時代と奈良、 平安時代のものに注目すべき成果が得られている。 古墳時代のもの

としては 、 東町浦 、 西町浦地区より方形に区画する溝跡 、 土砿、 竪穴住居跡等を発見し、 八幡

地区においては竪穴住居跡のほかに鍛冶工房跡を発見している。 遺物は、 土器類の他に臼玉、

ガラス玉 、 コハ ク玉の玉類や、 石製模造品などが出土している。 また奈良 、 平安時代のものと

しては 、 竪穴住居跡 、 掘立柱建物跡 、 井戸跡 、 道路跡 、 塀跡などを発見している。 遺物は、 土

師器 、 須恵器の他に、 瓦、 施釉陶器、 墨書土器 、 円面硯、 石帯 、 漆紙文書等が出土している。

これらの遺構 、 遺物などから古代多賀城と関連が強い遺跡として認識されている。

2. 調 査の方法と経過

本調査は、 鉄塔が建設される144Iriを対象に重機で表土をはぎ、 実際に遺構が損壊を受ける36Iri

について事前調査を行い、 残りの部分については確認調査を実施した。 調査は 4月 1日に重機

によって遺物包含層の上面まで掘り下げ 、 遺構の有無を確認した。 4月6日より遺物包含層を

掘込み 、 除去した後、 第III庖上面で遺構検出作業を行った。 第皿層上面では、 古代の遺構を発

見し、 随時平面図( 1/ 100, 1/20)を作成して掘込みを開始した。 これらの作業は 4月いっぱい

で概ね終了し、 5月からは第III層より下層での遺構、 遺物の有無の確認を行った。 その結果 、

第Vll層上面で古墳時代前期の遺物を発見した。 しかし、 この層の上面で遺構は確認できなかっ

た。 また 、 この層の性格を把握するために土壌のサンプリングを行い分析を依頼した。 5月1 3

日には調査区の埋め戻しを行い、 すべての作業が終了した。
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3. 調 査 成 果

(1)基本層位と出土遺物

基本層位はIからIX層に分けることができ、 すべての層が調査区全域にわたって堆和していた。

第I層 表土。 屈厚10-20cm。

第Il層 炭化物と遺物を多星に含む層。 明らかに時期の異なる遺物が混在していることから二

次的な堆租層の可能性が高い。 層厚10---30cm。

第m層 均質でしまり のある砂質土層で 、 上面は遺構検出面となっている。 層厚10-20cm。

第N層 均質でしまりのあるシルト層。 層厚10......,20cm。

第V層 炭化物を斑状に含む粘土質土恩 。 陪厚5cm。

第VI層 均質でしまりのあるシルト層。 W層に近似。 層 厚 5-20cm。

第VJI層 下面にやや乱れのみられる粘土質土層。 土師器の壷と甕をこの層の上面で 、 高杯を層

中で発見している。 この恩についてはプラント・オパール分析を行っており 、 その結

果（別稿参照） 、 イネのプラント・ オパールが高い密度で検出されている。

第VIII層 黒褐色を基調とした層で 、 若干黄色ブロックを含んでいる。 層 厚 5 -10cm。

第IX層 黄色を基調とした砂層。 層厚10-lScm。

遺物は第II層と第VJI層から出土しており 、 第II層からは 、 士師器杯• 高台付杯・甕、 須恵器

杯•高台付杯 •平瓶•長頸瓶、 灰釉陶器 、 赤焼き土器 、 平瓦、 円面硯、 砥石などが出土してい

る。 第VIII層からは、 古墳時代前期の土師器壷 、 甕 、 高杯が出土している。

第VI層

第4図 基本層位模式図

基本層

層位 土 色 土 質

I 褐灰色(10YR4/l) 粘土

n 黒褐色OOYR3/l) シルト

皿 浅黄色(2.5Y7/4) 砂質シルト

N にぷい黄色(lOYRG/3} シルト

V 灰黄褐色(lOYRS/2) 粘蝶シルト

VI にぶい黄色(10YR6/3) シルト

VII 褐灰色(10YR4/l) 粘土シルト

VIIl 黒色(10YR2/l) 粘士質シルト

IX 浅黄色(2.5Y7 /4) シルト
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番号 liil 位 籟 類 外 面 綱 整 内面1111整 口径 底径 器高 傭 考
l L-ll 土師器杯 ロクロナデ． 手持ちヘラケズリ ． 底部回転糸切り ヘラミガキ後黒色処理 03.0) (5.4) 4.5 
2 L-ll 赤焼き士器杯 ロクロナデ． 底部回転糸切り ロクロナデ (14.@ 5.8 5.1 
3 L-ll 須恵器高台付杯 ロクロナデ． 底郷回転ヘラケズリ ロクロナデ 04.2) (9.1) 6.2 
4 L-ll 円直澤 ロクロナデ ロク0ナデ
5 L-0 灰釉隣躊J11 回転ヘラケズリ ロクロナデ 7.4 
6 L-D 灰釉鰤蒻JIii 回転ヘフケズリ ロクロナデ 9.0 
7 L-VJI 土師器甕 （口）ハケメーヨ＝ナデ（体）ハケメーヘフミガキ ナデ
8 L-VD 士師蒻高杯 ヘラミガキ ヘラケズリ
9 L-\1 土師器豪 （口）ハケメーヨコナデ（体）ハケメーヘフミガキ ハケメ ． ナデ

10 L-W 土師器壷 （口）ハケメーナデ（休）ケズリーミガキ ヨコナデ． ミガキ． ナデ 暉項揆のある紺If

第5図 基本層出土遺物
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(2)掘立柱建物跡

S B-840 調査区南端で発

見した、 南北1間以上 、 東

SNOO六U/ ～ぐ〉、 綜 西2間以上の建物跡である。

SK-832と重複関係があり、

これよりも古い。 南北1間 、

東西2間 を発見したにすぎ

I E
06 ないため、 南北 棟であるの

か東西棟であるのか不明で3m 
ある 。 柱穴は 、 すべて抜きAJ.400m -,I\ 
穴を伴っており 、 柱痕跡を

'" "" " " "  """""' " " "  抜き穴の底面で確認してい
Pit20 Plt3 Pit34 

第6図 S 8-840実測図 ることから 、 柱を切り取っ

W-03 EW-00 た可能性が考えられる 。 建

__ I 物の方向は、 西側柱列でみ

�� ��\A) 
ると、 北で12度31分東に傾

N.,--09 
いている。 柱間は、 西側柱

列で、 2.30m 、 北側柱列で

西より 、 2.00m 、 2.15mと

なっている。 柱穴の形態は 、

1辺が50-60cmの方形 、 長

方形を呈し ている。 埋土は 、

黄褐色土 を含む黒褐色土で

ある 。 遺物は 、 ロクロ調整

の土師器杯・甕須恵器杯・

甕の小片が出土している 。

S B-852 調査区中央より

N-03 仇(� ど／ ＼う
‘ やや西よりで発見した南北

3間以上東西2間の南北棟

建物跡である 。 SK-809、

西側柱列で1 ゜48' ゜ 3m 
810、 811、 817、 819、 827と

第7図 S B-852実測図
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重複関係があり 、 これらよりも古い。 柱穴は概ね方形で 、 西側柱列の最も北で発見した柱穴で

は礎板を用いている。 方向は西側柱列でみると 、 北で1度48分東に傾いている。 桁行について

は 、 西側柱列で 、 5.80m以上 、 柱間は南より 、 2.00m 、 1.85m 、 2.15mである。 梁行柱間につ

いては 、 南妻で、 西から1.82m 、 1.90mとなっている。 柱穴埋土は 、 黄色ブロック土を含む灰

黄褐色土である。 遺跡は、 土師器杯・甕 、 須恵器杯・甕• 瓶などが出土している。

{3)井戸跡

S E-825 調査区中央部やや北より で発見した。 S E -849 、 S K-843 と重複しており 、 これ

らよりも新しい。 木組みの井戸枠を有し、 底には水溜め用の曲物を備えている。 掘り方は不整

0
ト
ー

8
 

E-03 

が」 À
―

 

＼
 

f-3.300 

2m 
l 第8図 S E-825実測図

A' 

-; 
層位 土 色 土性、 混入物

1 黒褐色 シルト。炭化物．

(10YR3/2) マンガン粒を含む

2 黒(1
褐
0YR

色
3/l) 

粘土質シルト•
炭化物を含む

3 焦(1
褐
0Y

色
R2/2) 粘土質シルト

4 黒(1
色
0YR2/l) 粘土

5 灰(I
黄
O

褐
YR

色
4/2) シルト

6 灰(I
黄
OY

褐
R
色
4/2) シルト

7 褐
(

灰
10

色
YR4/ll 粘土質シルト

8 褐(l
灰
OY

色
R4/l) 粘土質シルト



円形をしており 、 直径1.68mを計る。 井戸 側は0.80mの正方形を呈している 。 縦板材の長さは 、

0.60-l .40rn 、 幅15crn-48crn、 厚さ 2 cmとなっている 。 井戸の構造についてみると 、 四隅に支

柱を立て 、 それに横桟を取 り付けて縦板材を固定す る仕組みになっている 。 水溜めは、 隅丸方

形の曲物の中に円形の曲物を2個据えてあっ た。 ま た、 円形の曲物には、 孔をあけ水が入り込

み易い ようになっている 。 埋土についてみてみ ると 、 掘り方埋土は、 黄色シルトブ ロ ックを含

んだ灰黄褐色土で、 井戸枠内埋土は、 砂粒を若干含んだ黒褐色粘土となっている 。 遺物は、 土

師器杯・甕 、 須恵器杯・甕• 瓶・高台付杯、 斎串 、 刀子などが出土している。

S E -849 調査区中央部やや北より、
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A ← 3.100m 

1
t 

S E-825の東側で発見し た。 SE-

825、 SK-841、 857 と重複しており 、

S E-825、 SK-841 よりも古いが

S K-857 よりも新しい。 底には、 水

溜め用の曲物を備えているが、 SE-

825の掘り方に壊されている。 掘り方

は 、 S E-825に半分ほど壊されてい

る ため形態などは不明であるが、 直

径が1.90mほどの規模をもつものと

考えられる。 埋土は、 掘り方埋土が

黄色シルトブ ロ ックを含む黒褐色土

で井戸枠内埋土は、 黒褐色粘士であ

る 。 遺物は、 土師器杯・甕 、 須恵器

杯・ 甕などがある 。 土師器には、 ロ

ク ロ調整のものもある 。

層位 土 色 土性、 混入物

1 黒褐色(10YR3/l) 粘土質シルト。砂粒を含む

2 黒褐色(lOYR3/1) 粘土質シルト

3 黒褐色(10YR3/2) 粘土質シルト

4 褐灰色(10YR4/1) 砂質シルト

5 褐灰色(10YR4/1) 砂質シルト

6 灰黄褐色(10YR4/2) 砂

7 灰黄褐色(10YR4/2) 砂

第9図 S E-849実測図
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番号 遺 構 名 層 位 種 類 外 面 綱 整 内 面 調 整 口径 底径 器高 傭 考

1 S E- 825 木品曲物
2 S E - 825 オ集品曲物
3 S E-825 碑品曲物
4 S E - 825 井戸枠内 Q - ] 土師器杯 ロ ク ロ ナデ＊ 底部回転糸切り ヘラミガキ後黒色処現 (15.2) (6.6) 6 2 
5 S E -825 磁 り 方 8 - 1 須恵醤杯 ロ ク ロナデ． 底部回転糸切り ロ ク ロナデ (13.8) 6.0 4 .3 底部ヘラ書き 「 XJ
6 S E-825 掘 り 方 Q - 1 須憑器杯 ロ ク ロナプ． 底部回転糸切り ロ ク ロナデ (13.6) (6.8) 4.0 外体部墨鳴
7 S .E -825 井戸枠内 0 - 2 斎串
8 S E•825 井戸枠内 8 - 2 砥石

(4) 溝 跡

S D-802 調査区の西端の第 II 層上面で発見した。 規模は、 上幅0.6 5m、 下幅0.3 0m、 深さ0.2 0m

である。 埋土は黒褐色粘土層である。 遺物は、 土師器杯・甕、 須恵器杯・甕の小片が出土して

いる。

S D-806 調査区中央よりやや北よりの第 III層上面で発見した。 SK-82 1 、 843 、 8 57 、 S E -

82 5と重複しており 、 これらよりも古い。 規模は、 上幅0.9 0m、 下幅0.6 0m、 深さ0.1 0mである。

埋土は黒褐色土で炭化物を少し含んでおり 、 基本層の第 II 層と近似している。 土師器杯 ・ 甕 ．

高台付杯 、 須恵器杯・甕 ・ 瓶、 赤焼き土器などが 出土している。

S D-824 調査区中央やや北よりで発見した。 SD-8 55と重複関係が あり 、 これよりも新し

い。 規模は、 後世の溝に壊されているため全体は把握できなかったが 、 上幅0.45m以上 、 下幅

0.2 0m以上、 深さ0.3 0mとなっている。 方向は、 北で8度6 分東に傾いている。 埋土は、 上層

が 黒色の粘土恩で、 下層は黄色プロ ッ クを含んだ層になっている。 遺物は、 土師器杯・甕・裔

台付杯、 須恵器杯 · 甕 、 灰釉陶器片、 赤焼き土器、 土錘などが出土している。 土師器には、 ロ

ク ロ 調整のものも含んでいる。

S D-855 調査区中央やや北よりで発見した。 SD-82 4と重複関係が あり 、 これよりも古い。

規模は、 上幅0.8 5m以上 、 下幅0.6 0m以上 、 深さ0.40mとなっている。 方向は 、 北で6度3 1 分

東に傾いている。 埋土は、 しまりのある灰黄褐色土である。 遺物は、 土師器杯・甕、 須恵器杯・

甕などか出土している。

SD-802 

I- 3.400m 1 → 

鵬

SD- 806 

t-3.300m → 

一 疇

SD-824 SD-855 

f-3.200m → 

o
r

 

l m  
I I I 

S D- 802 

盲S D- 824 

冠
S D-806 

土 性． 混 入 物 土 性． 混 入 物
シルト． 炭化物． マンガン粒を含む粘土

声シル ト

凸跡贋青言
土 性． 混 入 物

シルト・ マンガン粒、 炭化物を含む
粘土質シルト
粘土質シルト
粘土
粘土
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番分 遺 構 名 触 位 種 類 外 面 頁 整 内 面 ＂！ 肇 口径 底径 器高 傭 考
1 S D- 8 切 e - 1 埠器杯 ロ ク ロナデ． 底部回転糸切り後ナデ ヘ ラ ミ ガキ後黒色処理 13.2 6.4 4. 7 
2 S D- 824 A- 1 須恵器高台付杯 ロ ク ロナデ． 底部回転ヘラ切り ロ ク ロ ナデ (13.9) 8.0 (4.8) 
3 S D-824 0 - 1  須恵器 ロ ク P ナデ、 底部回転ヘラ切り ロ ク ロナデ 13.2 8.3 4.6 
4 S 0 - 824 e- 1 須恵器杯 ロ ク ロナデ． 底部回転ヘラ切り 0 ク ロナデ (11 .4) 7.0 (4.4) 
5 S 0-8以 e - 1 須恵器杯 0 ク 0ナデ． 底郎回転ヘラ切り後ナデ ロ ク ロナデ (13.4) (7.8) (5.3) 
6 S 0 - 824 0 - 1 須恵器杯 ロ ク ロ ナデ． 底部回転ヘラ切り後ナデ 0 クロナデ (\4.6) (8.6) (4.0) 
7 S D-855 Q - 1 須恵器杯 ロ ク ロナデ． 底部回転ヘラ切り ロ ク ロナデ 13.3 8. 1 4 2 
8 S 0 -855 Q - 1 須恵協杯 ロ ク 0ナデ． 底部回転ヘラ切り後ナデ ロ ク ロ ナデ 12. 7 6.5 4.5 
9 S 0•855 Q - 1 須恵塁杯 ロ ク ロナデ、 底部回転ヘラ切り D ク ロ ナデ (13.0) (8.0) 3 5 

10 S 0-855 Q - 1 須恵器杯 0 ク ロナデ． 底郎回転ヘラ切り後ナデ ロ ク ロナデ (14.0) (7.6) 4.0 
II S D-855 � - 2  須恵器杯 ロ ク ロナデ， 底部回転ヘラ切り後ナデ 0 ク ロナデ 12.5 6.0 3.4 
12 S 0•855 0- 2 須恵器杯 ロ ク ロナデ． 底部回転ヘラ切り ロ ク ロナデ (12.6) 7.0 3 4 
13 S D- 855 e -2 須醤杯 ロ ク ロナデ． 底部回転ヘラ切り P ク ロナデ (13.6) 7.8 4 2 
14 $ 1)-855 Q - 2  須恵器杯 ロ ク ロナデ． 底部回転ヘラ切り後回転ヘラケズリ o クロナデ 12.8 7.8 3.6 墨書
15 S D -855 0 -2 須恵器杯 ロ ク Pナデ． 底部回転ヘラ切り ロクPナデ 14.2 8.3 4 . 1  外体、 底部r厨J墨書
16 S 0 -855 e- 2 須恵器杯 0 ク ロナデ． 底部回転ヘラ切り後ナデ D ク ロ ナデ (12.6) (7.4) (4.0) 墨書
17 S 0 - 855 U - 2 須恵器杯 0 ク ロナデ． 底部回転ヘラ切り DクDナデ (12.6) (7.0) 3.5 墨書

第12図 溝跡出土遺物
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(5) 土 拡

調査区全域にわたって分布しており 、 29基発見した。 性格不明 の も のが大部分 を 占 め て お り 、

S E -825周辺の大規模な土拡を除いては、 規模、 形態、 出土遺物について概要を表に して示す。

EW-00 E - 03 E- 06 検出面は、 すべ
N� /二 I SK-858 

� fl'\ 
て

あ:
� 

層上面で

バ
A'j� 

N� 

N-06 

C ' 
← 3_3oom 

ーA
T
 

’
 B

T
 

第13図 S K -841 、 843、 857実測図
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1 4  

S K -841 調査区中央やや北よりで発見した。 SD -806 、 SK-857と 重複関係があり 、 S D -

806 より古く、 S K -857 よりも新しい。 平面形は不整楕円を呈する 。 規模は、 長軸2 .02 m 、 短

軸1.70 m、 深さ0 .44mを計る 。 埋土は、 黒褐色粘土層である 。 遺物は、 土師器杯 ・ 甕、 須恵器

杯・甕 • 瓶な どが出土している 。

S K - 843 調査区中央やや北より 、 SE -825の北側に位置する 。 SD-806 、 SE -825 、 84 9、

S K -857 と重複関係があり 、 SD-806 、 SE-825よりも古いが、 SE-84 9、 SK -857より

も新 しい 、 埋土は 、 黄褐色土 プ ロ ッ ク を 多贔に含んでおり 、 人為的に埋め戻 さ れ た 可能性が考

え られ る 。 遺物は、 土師器杯 ・ 甕 、 須恵器杯 ・ 甕 • 瓶などが出土している 。

S K - 857 調査区中央部よりもやや北よりに位骰する 。 SD-806 、 SK-841 、 SE-849と

重複関係があり 、 これ らよりも古い。 平面形は、 不整楕円形であ る と思われる 。 規模は、 長軸

3.3 0m 、 短軸2.98 m 、 深さ1.20 mを計る 。 埋土は3 屈に分け られ 、 1 層は黄褐色ブ ロ ッ クを 含

む灰黄褐色土で 、 人為的に埋め戻された可能性が考え られ る 。 2 階は自然堆積の砂屈、 3 層は

黒褐色粘土層 となっている 。 遺物は、 土師器杯・甕、 須恵器杯 ・ 甕 · 瓶な どが出土している 。

土師器には、 ロ ク ロ 調整のものを少嚢含んでいる 。

遺 構 名
平面規模
深 さ

S K- 8 0 4  
長径 1.25m 
短径 1.20m 
深さ 0:34m 

S K- 8 0 5  
長径 1.30m 
短径 1.04m 
深 さ 0.43m 

S K- 8 0 8  
長径 0.90m 
短径 0.68m 
深さ O. lSm 

S K- 8 0 9  
長径 1.16m 
短径 0.82m 
深さ 0.07m 

S K- 8 1 0  
長径 1.44m 
短径 1.32m 
深 さ 0.24m

S K- 8 1 1  
長径 1.42m 
短径 l .IOm 
深 さ 0.22m 

S K- 8 1 2  
長径 — m  
短径 — m  
深さ 0.16m 

断面図 ( s : 格o)

トー ―’ 

f- ―l 

f,- ― 

I- ...j 

·� 属／亭/ア�

← 一

I- -; 

転

出 土 遺 物

土師器杯 ・ 甕、 甜台付杯、 須恵器杯

土師器杯・ 甕、 須恵器杯・甕

土師器杯・甕、 須恵器杯、 赤焼き 土器杯

土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 · 甕、 赤焼き 土器杯

土師器杯 ・ 甕 、 須恵器杯、 赤焼き土器杯

土師器杯 · 甕、 須恵器杯 ・ 甕

士師器杯・甕、 須恵器杯・甕、 赤焼き 土器杯



S K - 8 1 3  
長径 0.90m以上
短径 0.78m 
深 さ 0.14m 

S K - 8 1 6  
長径 1.52m 
短径 0.90m 
深 さ 0.27m 

← -

傘
← 

S K - 8 1 7  
長径 一 m I-

短径 - m 
深 さ - m 

S K - 8 1 9  
長径 1 .08m 
短径 0.74m 
深さ 0.30m 

S K - 8 2 1  
長径 0.78m 
短径 0.62m 
深さ 0.08m 

S K - 8 2 2  
長径 0.86m 
短径 0.58m 
深さ 0.16m 

S K - 8 2 3  

← 一

f-- -i 

転

I- -1 

甑

長径 1.62m 
..... 

短径 0.84m I 奮�→ 
深さ 0.12m 

S K - 8 2 7  I 1-

長径 3.60m 

短径 2.92m 
深さ 0.21m 

S K - 8 2 9  
長径 1.24m 

短径 0.80m 

深さ 0.18m 

S K- 8 3 0  
長径 0.65m 
短径 0.46m 
深 さ 0.14m 

S K - 8 3 1  
長径 - m 
短径 - m 
深さ 0.19m 

S K- 8 3 2  
長径 0.86m 
短径 0.64m 
深さ 0. 15m 

S K - 8 4 5  
長径 1 .58m 
短径 ー m
深さ 0.17m 

S K - 8 5 8  
長径 1.05m 
短径 0.90m 

深さ 0.74m 

I- �  

翫

戸

I- --1 

鰤�

← 

土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯・甕

士師器杯 、 須恵器杯 ・ 甕

土師器杯・甕、 須恵器杯

土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 · 甕、 赤焼き 土器杯

土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕、 赤焼き 土器杯

土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕

土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕

土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 ・ 蓋、

瓦、 赤焼き 土器杯

土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯・甕

土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕

土師器甕、 須恵器杯・甕

土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕

な し

土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 ． 蓋
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番号 造 構 名 層 位 種 類 外 面 関 整 内 面 調 整 口径 底径 器高 偏 考

I S K - �  0-1 赤焼き土器 ロ ク ロナデ、 底部回転糸切 り ロ ク ロナデ (26.2) (10.0) 7.3 

2 S K-809 �-I 赤焼き土器 ロ ク ロナデ．底部回転糸切り a ク ロ ナデ (16.4) 5.8 4.9 

3 S K -823 0-1 土師器杯 ヨ コナデ、体下部ケズリ ，底部手持ちヘラケズリ ヨコナデ (13.6) (6.5) 3.0 

4 S K -841 H 土師器杯 ロ ク ロナデ．底部回転糸切り後手持ちヘラケズリ ミガキ後黒色処理 15.8 9.8 5.5 外体郎「原J.底部fxJ墨書

5 S K-857 Q -l 須恵器杯 ロ ク ロナデ、 底部回転ヘラ切り後ナデ ロ ク ロナデ (13.4) (7.8) 3.9 添付着

6 S K- 857 Q -3 須恵器杯 ロ ク ロナデ、底部回転ヘラ切り後ナデ ロ ク ロナデ 12.3 (8.3) 3.9 

7 S K -857 e -3 須恵器杯 ロ ク ロナデ、底部回転ヘラ切り後ナデ ロ ク ロナデ 12.5 7.3 3.8 

8 S K-857 @ -3 須恵器杯 ロ ク ロ ナヂ底部回転ヘラ切り ロ ク ロナデ (11.2) (5.5) 4.9 底部ヘラ苔 「XJ

9 S K -857 e -3 須恵器杯 ロ ク ロナデ、底部回転ヘラ切り後ナデ ロ ク ロナデ (11 .2) (7.5) 3.6 

10 S K-857 Q-3 須恵器杯 ロ縁部ロクロナデ．体部格子叩き 当て具痕仰比円文） 18.0 

11 S K-858 Q -2 木製品 盤 (23.0) (20.5) 3.3 

第14図 土拡出土遺物
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4 .  ま と め

〈古墳時代〉

本調査区の基本層第V[層では畦畔等の遺構は発見で き なかったが、 プ ラ ン ト ・ オパールの分析結果お

よ び、 層の下面の乱れな どから 、 水 田 土壌の可能性が考えられる 。 調査区周辺では、 北西に位置する八

幡地区、 南東に位置する多賀前地区で大規模な水田跡が発見されており 、 本調査区の場合は距離的に近

い多賀前地区と の連続性が考えられる 。

第V[層に 伴 う 土師器には 、 高杯、 壷、 甕 な ど が あ る 。 こ れ ら の器形や調整技法などから古墳時代前期

の塩釜式に位置付けられ、 特に高杯の脚部の特徴は塩釜式の中でも新しい段階の ものに見られる形であ

る 。 したがって、 他の器類も出土状況から同時期かそれ よ り も若干時期が下る も の と 考えたい。

〈奈良 • 平安時代〉

本調査区内において 、 確実に奈良時代 と 言 え る遺構は発見できなかった。 遺構の切 り 合い関係 か ら S

D-855と S K - 857が最も 古 く 、 遺物も比較的ま と ま って出土している 。 これらの遺構から出土している

土師器は、 砿的に少なく 破片のみの資料ではあるが、 ロ ク ロ を使用 し な い も のが主体を占め 、 僅かに ロ

ク ロ を使用 し た も の を含んでいる 。 須恵器杯は、 切離 し技法が回転ヘラ切 り 無調整の も の と 回転ヘラ切

り 後ナデの も の が ほ と ん どで回転糸切 り 無調整ものは含まない。 こ の よ う な特徴がある土器群は、 市川

橋遺跡S K -236出土の土器群 と類似している 。 こ の 土器群は、 長岡京期 (784-794) 以 降 と み られる

「壷G」 が共伴してお り 上限年代は 8 世紀 末 と 考 え られている 。 ま た、 漆紙文書と の共伴関係から 、 9

世紀第 2 四半期と考え られている多賀城跡 S E -2101B 井戸跡出土土器群 と本調査区出土土器群 と比較

してみる と 、 前者は底部の調整が回転ヘラ 切 り を主体 と する が 、 回転糸切 り の も の も少数含まれている 。

後者は、 底部の調整が回転ヘラ切 り のみで占められている 。 こ の よ う な点 を重視すれば、 本土器群が多

賀城跡 S E -2101 B 井戸跡出土土器群よ り 古い様相である と 言 え る 。 こ の よ う な こ と か ら 、 本土器群の

年代は 8 世紀末か ら 9 世紀の第 1 四半期の間にお さ ま る も の と 考えたい。

その他の遺構については、 重複関係及び出土遺物の特徴などから 、 平安時代でも前半頃に位置付け ら

れ る も の と 考え られる 。

近年、 多賀城跡周辺は、 道路による方格地割がな されてお り 、 区画された地割 り 内に はそれぞれ階層

の異な る 人 々 が居住していた こ と が明らかになっている 。 特に、 東西大路に面する区画では国司 （守）

ク ラ スの館が 2 ヶ所で発見されており 、 東西大路に南面する本調査区は、 重要な区画に位置す る も の と

考え られる 。 ま た、 本調査区では 、 東西大路と ほぼ直交する角度をと る S D -855から 「厨」 と墨害さ

れた土器を発見している 。 「厨」 と 墨書された土器は多賀城周辺では、 館前遺跡、 山王遺跡第 9 次調査、

多賀城跡第37次調査の 3 地点で発見されており 、 前 2 地点は国司 （守） の館と推定されている と こ ろ で

ある 。 し た が っ て、 本調査区は、 東西大路の南面に位置する こ と や、 「厨」 と 墨書さ れた土器が出土し

ている こ と などから 、 官人層に関連する区画内に位置する も の と 推察 して お き た い。

【引用 ・ 参考文献］
相沢清利、 石川俊英 (1992) 「山王遺跡ー第9 次発掘調査報告芯ー」 「多賀城市文化財調査報告芯」 第22集
相沢清利、 鈴木孝行 (1994) 「宮城県多賀城市山王遺跡 （八幡地区）」 第 5 回東 日 本の水田を考える会一資料集—
石川俊英 (1989) 「市川橋遺跡一平成元年度発掘調査報告雹J 「多賀城市文化財調査報告甚」 第21集
氏家和典 (1957) 「東北土師器の形式分類とその編年1 「歴史」 14輯
白鳥良一 (1980) 「多賀城跡出土土器変遷1 「研究紀要vnJ 多賀城跡調査研究所
次山 淳 (1992) r塩釜式土器の変遷とその位屈付け」 「究班j 埋蔵文化財研究会15周年記念論文集
辻 秀人 (1995) 「東北南部における古墳出現期の土器編年 その 2 」
丹羽 茂 (1985) 「今熊野遺跡」 「今熊野遺跡 ・ 一本杉遺跡 ・ 馬越石塚j 宮城県文化財報告書第104集
宮城県教脊委員会 (1993) 「山王遺跡一多賀前地区第 1 次調査 仙塩道路建設関係遺跡平成 4年度調査概報」
宮城県多賀城跡調査研究所 (1982) 「多賀城跡 政庁跡 本文編」
柳沢和明 (1992) 「第62次調査1 「多賀城跡」 宮城県多賀城跡調査研究所年報1992
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皿 多賀城市、 山王遺跡25次調査におけるプラ ン ト ・ オパール分析
古環境研究所

1 . は じめに

植物珪酸体は、 ガラ スの主成分である珪酸 (Si02)が植物の細胞内に蓄積 したものであり 、 植物

が枯死した後 も微化石（プラント ・ オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。 プ ラ

ント ・ オパ ー ル （植物珪酸体）分析は、 この微化石を遺跡土壌な どから検出し 、 その組成や蘊

を明らかにする方法であり 、 イ ネを は じ め と す る イネ科栽培植物の同定および古植生・古環境

の推定な どに応用されている。

ここでは、 埋蔵水 田跡の探査を 目 的 として山王遺跡2 5 次調査で採取された試料についてプラ

ント ・ オパール分析を行った。

2 .  試 料
調査地点は、 調査区南側 と 東側 の 2 地点である 。 試料は、 南側ではVI層 、 Vll層 、 VJJJ層 、 IX屈 の 4 点 、

東側ではVI層 、 vrr層 、 VJJJ層 の 3 点の計 7 点である 。

3 .  分 析 法
プラ ント・オパールの抽出と定嚢は 、 「プラ ン ト ・ オバール定最分析法 （藤原， 1976)」 を も と に 、 次

の手順で行った。

(1), 試料土の絶乾 (1 05℃ · 24 時間）、 仮比重測定。

(2) 試料土約 1 g を秤量、 ガラ ス ビーズ添加 （直径約40µ m, 約0.02g)

※電子分析天秤によ り 1 万分の l g の精度で秤最

(3) 電気炉灰化法による脱有機物処理

(4) 超音波によ る 分散 (300W · 42KHz · 10分間）

(5) 沈底法によ る微粒子 ( 20 µ m以下）除去、 乾燥

(6) 封入剤 （オイ キ ッ ト）中に分散， プレパラ ー ト作成

(7) 検鏡 ・ 計数

検鏡は、 お も にイネ科植物の機動細胞に由来する プ ラ ン ト ・ オパール（以下、 プ ラ ント ・ オパール と

略す）を同定の対象 と し 、 4 00倍の偏光顕微鏡下で行った。 計数は、 ガ ラ ス ビーズ個数が4 00以上になる

まで行った． これはほぼプレパラ ー ト 1 枚分の精査に相当する 。

検鏡結果は、 計数値を試料 1 g 中のプラ ン ト・オパール個数（試料 1 g あた り のガ ラ ス ビーズ個数に 、

計数されたプラ ント・オパール と ガ ラ ス ピーズの個数の比率を乗じて求める）に換算して示した。 また 、

お も な分類群については、 こ の値に試料の仮比重 と 各植物の換算係数 （機動細胞珪酸体 1 個あた り の植

物体乾重， 単位 ： 10-s g)を乗じて 、 単位面積で屈厚 I cmあた り の植物体生産量を算出 し図示した。 換

算係数は 、 イネは赤 米、 ヨ シ属 は ヨ シ、 ウ シ ク サ族は ス ス キ 、 タケ亜科については数種の平均値を用い

た。 その値は 、 それぞれ2.94 (種実重は1.03) 、 6. 31 、 1 . 24 、 0.4 8である 。



4 .  分析結果
本地点で検出されたプラ ン ト ・ オパールは、 イ ネ 、 ヨ シ属、 タ ケ亜科、 ウ シ ク サ族 の 4 分類群である 。

こ の う ち 、 ウ シ ク サ族については極僅かな検出量である 。

試料 1 g 中の プ ラ ン ト ・ オパール個数を表 1 に示す。 なお 、 イ ネに 関 してはダイ ア グ ラ ム に し て 図 1

に示した。 また 、 各植物の推定生産星と変遷について図 2 に示 し た。 巻末に主な分類群の顕微鏡写真を

示した。

5 .  考 察
(1) 稲作の可能性について

水田跡 （稲作跡） の検証や探査を行う場合、 一般にイ ネのプラ ン ト ・ オパールが試料 1 g あ た り およ

そ3,000個以上 と高い密度で検出された場合に 、 そこ で稲作が行われていた可能性が高 い と 判 断 し てい

る 。 また 、 その層にプラ ン ト ・ オパール密度のヒ°ー ク が認め られれば、 上層から後代のものが混入した

危険性は考えに く く な り 、 そ の層で稲作が行われていた可能性はよ り 確実な も の と な る 。 以上の判断基

準に も と づいて稲作の可能性について検討を行った。

イ ネ は南側地点ではVI庖 、 vn層 、 VIII層 よ り 、 西側地点ではVII層 と VIll層 よ り 検出 さ れた。 こ の う ち 、 両

地点のVII層ではプラ ン ト ・ オパール密度が3,000個/g 以上 と 高い値である 。 し た が っ て 、 同層において

稲作が行われていた可能性が高い と 考 え られる 。 VI層 と VIII層については密度がやや低い値であ る こ と か

ら 、 稲作が行われていた可能性は考え られる も の の、 他所からの混入の危険性 も否定でき な い。

(2) 植生および環境の推定

ヨ シ属は比較的湿 っ た と こ ろに生育し、 ウ シ ク サ族 （ ス ス キ属 な ど） やタ ケ亜科は比較的乾いた土壌

条件の と こ ろ に生育している 。 こ の こ と か ら 、 こ れ ら の植物の出現傾向を検討す る こ と に よ っ て 、 堆積

当時の環境 （乾燥、 湿潤） を推定する こ と が で き る。

今回分析を行った層準では 、 西側のVIll層を除けばおおむねタ ケ亜科の卓越する傾向が認められる 。 し

たがって 、 本調査区一帯はlX層堆積時か らVI層の堆積に 至 る ま での比較的乾いた環境で推移 し た も の と

推定される 。

6 .  ま と め

山王遺跡25次調査において採取 された試料についてプラ ン ト ・ オバール分析を行い 、 稲作跡の探査を

試みた。 その結果、 vn層においてイネのプ ラ ン ト ・ オパールが高い密度で検出 された こ と か ら 、 こ こで

稲作が行われていた可能性が高いと判断された。

【参考文献】

杉山頁二 • 藤原宏志 (1987) JII 口市赤山陣屋跡迫跡における プ ラ ン ト ・ オバール分析． 赤山 —古環境編— ． 川 口市遺跡
調査会報告. 10 : 281-298. 

藤原宏志 (1976) プラン ト ・ オバール分析法の基礎的研究 (1) ー数種イ ネ科栽培植物の珪酸体標本 と定量分析法—． 考古
学 と 自 然科学. 9 : 15-29. 

藤原宏志 • 杉山耳二 (1984) プ ラ ン ト ・ オバール分析法の基礎的研究 (5) ープラ ン ト ・ オバー ル分析に よる水田址の探査—.
考古学 と 自 然科学, 17 : 73-85. 

19 



オ バ ー ル分析結果プ ラ ン ト

多賀城市、 山王遺跡 2 5 次
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図 2

D イネ

お も な植物の推定生産最と変遷
（注） �印は必口のスケール

自 ヨ シ 〇 クケ亜H

イ ネ の プラ ン ト ・ オパールの検出状況
（注) ...印は50aiのスケール， ●印11分折試料の採取緬所

図 1
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調査区 全景

S B -840 建物跡

S E -825 井戸跡

図 版 1



S E -825 曲物出土状況

第VII層遺物出土状況

同 上

図 版 2



3
 

10 

1 · 2 土師器壷、 3 -- 5 円面硯、 6 須恵器平瓶

7 盤、 8 斎串、 9 土錘、 10 砥石

図 版 3
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1 --- 6 墨帯土器、 7 添付着土器、 8 灰釉陶器
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図 版 4



IV 市川橋遺跡第15次調在
1 . 遺跡の立地と環境

本遺跡は多賀城市のほぼ中央に位置しており 、 市の中央部を南流する砂押川の 東岸から 東側

の丘陵地にかけて 、 標高2 -3mの微高地上に立地している。 南北約1 .6 km、 東西約1 .4 kmと広

範囲を 占める遺跡である。

本遺跡は縄文時代 ～奈良 • 平安時代にかけての大規模な複合遺跡である。 周辺に立地する他

遺跡との位匝関係についてみると 、 本遣跡の北側には特別史跡多賀城跡があり 東側には多賀城

廃寺跡や高崎遺跡などが立地 している。 一方 、 西側の微高地上には 山王遺跡や新 田遺跡などの

広大な遺跡が相接 して立地 している。 特別史跡多賀城跡は奈良• 平安時代の陸奥国府であり 、

多賀城廃寺跡はその付属寺院である。 高崎遺跡 、 山王遺跡 、 新田遺跡はいずれも古墳時代 ～近

世にかけての複合遺跡である。 なお 、 本遺跡をは じめこれらの遺跡については便宜上遺跡名を

区別しているが 、 奈良 • 平安時代に限ってみると国府多賀城を取り巻く 一連の遺跡群として把

握することができる。

2 .  調査の方法と経緯

今回の調査は 、 東北電力の鉄塔移設に伴うものであり 、 第 11 次調査• 第13 次調査の南側 、 第

14 次調査の 東側約620rrfを対象として実施した。調査は鉄塔設置区と鉄塔設置時に使用する足場

設置区の2 地点で同時に実施し、 このう ち鉄塔設置区の支柱部分と足場設置区の鉄柱部分が事

前調査であり 、 その他は確認調査にとどめることと した。

調査区の現状は水田となっており 、 西側から 東側に緩やかに傾斜していた。 3 月3 0日 、 重機

を導入し調査区の表土剥離を開始 した。 このとき足場設置区については 、 現在使用 している水

田の畦畔や用水路等を避け、 A-Gの7 ト レンチを設定した。 表土剥離の結果、 鉄塔設置区で

は現地表下 約0.2 mで 、 昭和26 年からは じまった河川改修工事の際に埋められた旧砂押川の流路

を確認した。 一方 、 足場設置区では、 G ト レンチの 東側で地山を検出した以外はすべて褐灰色

粘土層であり 、 遺構はまったく 発見できなかった。 このため B · E · F ト レ ンチ鉄柱部分を 3

箇所掘り下げたところ 、 どの箇所においても現地表の約lm下まで褐灰色粘土が堆積し、 さら

にその下には黒褐色の亜泥炭層が厚く 堆積しているという状況であったことから 、 A - F ト レ

ンチについては平面的な調査は不必要であると判断した。 4 月 4日から作業員を投入し調査区

の精査及び写真撮影を開始した。 また、 実測図作成のための方眼杭打測最及び 4 級水準点移動

を行い 、 4 月7日から平面 図の作成を開始 した。 平面図は鉄塔設冊区を2 0分の1 、 足場設置区

を5 00分の 1 のスケールで作成 した。 4月 8日 、 足場設慨区の平面 図作成が終了 した。 4月11日 、

鉄塔設慨区の遣構検出段階での平面 図作成が終了 し 、 旧河川の堀込みを開始した。 その際、 支
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柱部分に土砂の崩落を防ぐために矢板を打ち 込み、 ヘルメ ット着用での作業となった。 掘り 終

えた順に セ クシ ョ ン園を作成するとともに 、 旧河川下層の堆積状 況を確認するため 、 さらに深

く掘り下げた結果 、 現地表から約 3 m下まで黒褐色の亜泥炭層が幾重にも堆積しているのを確

認した。 4月1 9 日 、 深堀りした箇所を埋め 戻 し一切の調査を 終了した。

3 .  基本層位

調査区の堆積土は鉄塔設置区で5層、 足場設置区

で 6 層に区分できる。

鉄塔設置区

第 I 恩 現水田床土である。 厚さ約0 .2mの暗緑灰

粘土層で 、 下層に酸化鉄を多抵に沈殿する。

第 II層 厚さ約0 .2mの暗灰黄 シルト層で 、 にぶい

黄色シル トを横にス ジ状に含む。

第頂屈 浅黄色の地山層である。

第W層 褐灰色砂と黒褐色粘土が 相互に堆積する、

厚さ約 0 . 4mの層である。

第V層 黒褐色と黒色の亜泥炭層である。

足場設置区

第 I 層 現水田床土である。 厚さ約0 .2mの暗緑灰

粘土屈で 、 下層に酸化鉄を多量に沈殿する。

第II層 褐灰色粘土層で 、 酸化鉄を多量に混入す

る。 厚さは約0.1 4mである。

第m層 褐灰色粘土層で 、 第 Il 恩と比べ非常に粘

性が強い。 この層は、 G ト レンチを除くすべてのト

レンチで確認できる低浬地の堆積土である。

第W層 緑灰色粘土層で 、 厘さは約0 . 12mである。 第皿層同様、 湿地の堆和土である。

N 

L- I 

第 1 図 No.21鉄塔層序模式図

E
 

璽ん
臼
日―
〗一
[

第 2 図 足場部分G区層序模式図

s

 

w 

第V陪 暗緑灰色砂と小プロ ッ ク状の緑灰色粘土を主体とする 、 厚さ約 0 .2mの層である。

第VI陪 オ リ ープ黒色の亜泥炭層である。

4 .  発見遺構と遺物

(1 ) 鉄塔設置区では、 昭和26年より 始まる河川改修工事の際に埋め戻された 旧砂押川流路を確

認した。 また 、 地 山面で SR-1 河川跡と小柱穴 3 個を発見した。
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二 湿地

仁ニコ近現代の河川

二年代不明の河川

SN-00 0 

鉄塔設置区拡大

第 3 図 調査区位置図

0 S R -594河川跡

第 1I 層除去後 、 浅黄色の地山面で検出した東西方向の河川跡である。 旧砂押川によって大部

分が壊されているため 、 川幅は不明である。 埋土は暗灰黄シルトを主体とし、 下層に緑灰色砂

層が堆積 している。 遺物は須恵器の細片が数点出土しているのみである。 年代は不明である。

(2} 足場設置区では 、 A ....., F ト レ ン チ各層から遺構 ・ 遺物の発見は な く 、 すべて澄地の堆栢土

および亜泥炭屈であった。 しかし G ト レ ンチの東側で現表土から約30 cmほどで浅黄色の地山が

表れ 、 本調査区に広がる低湿地帯から東側の微高地に移行するラインを発見した。

O G ト レ ンチ発見遺構

東側の地山面で 一辺約0 .7mの方形の遺構を発見したが 、 調査区の範囲が限られていたため北

側の一部を検出したのみで 、 性格・年代については不明である。

OGト レンチ発見遺物

出土遺物は 、 地山から低湿地への落ち 際から須恵器片100 点 、 土師器片1 93 点（うち ロ ク ロ 未
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番号 種 別 醤種 出土地区層位 外 面 調 整 内 面 調 整 残存 [J径 底径 器高 備 考 輝番号 写真図版

l 土師器 坪 足配トレ�L-鯛
口絵郎： 横ナデ．体罰： 粘土E巻上げ痕 口緑～体部 ： ヨ コナデ

7割 13.2 7.5 �.7 .... .11 •?• 刹紐.ill駁漢痕 R - 1  4 体下半：ヘラケズリ ． 底部： 木纂痕 廂部袢 ： ヘラナデー横ナデ

2 土師器 坪 “ ロ ク ロナデ、 底部回転糸切り ヘ ラ ミ ガ キ． 黒色処理 4 割 (14.6) 5.0 (5.0} R- 8 

3 赤焼き士器 坪 . ロ ク ロナデ． 底部回転糸切り Cl ク ロ ナデ 6割 14.3 6.0 4.5 R- 2 

4 碑き土器 坪 “ ロ ク ロナデ． 底部回転糸切り ロ ク ロ ナデ 6割 13.8 5.0 4.7 R- 3  

5 麟き土器 N ロ ク ロナデ、 底部回転糸切り ロ ク ロ ナデ 3割 (14.8) 4.8 3.0 R-4 7 

足場設置区G ト レ ンチ第m層出土遺物第 4 図

ロ ク ロ使用 1 1 9点） 、 赤 焼 き 土器3 4点 、 その他緑釉陶器片、 刻印瓦 、 平瓦、 丸瓦等が 出士74 点 、

した。 そのうち 実測図にできたものは、 土師器坪 2点 、 赤 焼 き土器坪 3点である。

ま と め

(1 ) 鉄塔設置区で 、 近・現代の砂押川流路を確認した。 また地 山面で近・現代の砂押川よりも

古い河川跡を発見したが 、 年代は不明である 。

5 .  

足場設置区は Gト レ ンチ以外はすべて低湿地であり 、 遺栴・遺物は発見で き な かった。

Gト レンチでは 、 本調査区に広が る低湿地帯から東側の微高地に移行するラインを一部検

出した。

(2) 

(3) 

今回の調査では 、 本調査区の 9 割以上が 低湿地および河川であったことが 判明した。

引用参考文献 ： 多賀城市埋蔵文化財調査セ ンタ ー ( 1 9 9 4 ) 「市川橋遺跡ほかj

(4) 
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①
 

④
 

⑤
 

⑥
 

⑦ 

⑧
 

① No 21 鉄 塔 全 景 （旧砂押川流路） 西側よ り 撮影
② 足場設置区 全 景 西側 よ り 撮影
③ 足場設置区 G ト レンチ 湿地の落ち部分 西側 よ り 撮影

④ 土 師 器 坪 G ト レンチ第 3 層 第 4 固 1 

⑤ 赤焼き 土器坪 II II 4 
⑥ II II II II 5 

⑦ 刻印互 「占J // // 

⑧ 緑 釉 陶 器 II 

図 版 調 査区全景と 出土遺物
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